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対象は 2009年 8月 5日～2010年 1月 31日に県内 19
施設の小児科に入院した 371名 (男児 244名, 女児 127
名). 平均年齢は 7.7歳. 入院原因としては消化器症状
14％,神経症状 19％,呼吸器症状 57％.基礎疾患として
気管支喘息 18％,その他 5％,基礎疾患なしが 78％で
あった.神経症状で挿管を要するような重篤な脳症の発
生はなく,呼吸器症状で挿管は 6例.ステロイド剤使用
が 90人 (49％),内 4例はステロイドパルス療法を施行
した. 血液検査所見では呼吸器症状を呈した群では他の
2群に比べてWBC,CRP,CPKの上昇する症例が多かっ









例あるため, 初診時の SpO2測定が重要と思われた. ま
た,重症例が短期間に集中するため収容施設の整備,適
切な運営が必要不可欠である.
２．両側急性高度難聴を生じたムンプス感染の１症例
高安 幸弘（群馬大院・医・耳鼻咽喉科・
頭頸部外科学）
最近経験した両側の急性高度ムンプス難聴の症例につ
いて報告し,さらにムンプス難聴に関する最近の課題や
考え方についてまとめた.症例は 2歳女児で両側急性高
度ムンプス難聴として近医総合病院より当科紹介となっ
た.初診時ASSR検査にてスケールアウトであり,当科
にて突発性難聴に準じたステロイド加療行ったが聴力改
善は認められなかった.一般にムンプス難聴の発生頻度
は 0.1～0.005％とされるが,最近の報告ではもう少し高
いとも言われている.ムンプス難聴は高度難聴が多く治
療抵抗性であるため,世界的にはワクチンでの予防によ
る対策が推奨されている.一方,現在我が国におけるワ
クチン接種率は 30％以下であり,近年は定期的なムンプ
ス感染の流行が確認され,これに伴いムンプス難聴の報
告も後を絶たない.また,過去に旧厚生省特定疾患急性
高度難聴調査研究班から, 我が国の突発性難聴患者の約
5％にムンプス不顕性感染が含まれる可能性があるとの
報告もされており,ムンプスワクチンの普及が望まれて
いる.一方,近年,両側高度ムンプス難聴に対する人工内
耳埋め込み術が注目され,短い失聴期間での挿入にて良
好な成績が報告されている.当科における両側急性高度
ムンプス難聴の女児においても補聴器の補聴効果の有無
を確認後,結果により早期に人工内耳の適応を検討予定
である.
?特別講演>
座長：荒川 浩一（群馬大院・医・小児科学）
HPVワクチンの現状
神谷 齊
（国立病院機構三重病院 名誉院長）
人パピローマウイルス (HPV:Human Papillomavir-
us)は子宮頚がんを引き起こすウイルスということは,
ハラルド・ツア・ハウゼン博士によって証明された.この
ウイルスによる疾患は 2000年ころから急激に増加した.
特に我が国では 30～35歳前後の女性をピークに子宮頚
がんが多く見られるようになった. HPVは特に珍しい
病気ではなく,一般的に人間生活をすれば誰でも罹患す
271Kitakanto Med J
2011；61：271～272
